
梁

山

丁

の

歩

み
(

中)

一
九
七
九
年 

六
十
六
歳 

梁
山
丁
は
一
九
七
九
年
六
月
十
四
日
、
収
容
所
か
ら
釈
放
さ
れ 

た
。
ま
さ
に
こ
の
日
は
梁
山
丁
に
と
っ
て
、
人
間
と
し
て
再
び
生 

を
受
け
た
特
別
な
日
だ
っ
た
。

二
十
二
年
の
収
容
所
生
活
は
か
れ 

の
人
生
の
四
分
の
一
の
時
間
を
む
だ
に
し
た
。
収
容
さ
れ
た
と
き
、
 

か
れ
は
四
十
代
の
壮
年
で
あ
っ
た
が
、
出
獄
し
た
今
は
、
も
う
頭 

に
白
髪
が
い
っ
ぱ
い
の
老
人
に
な
っ
て
い
た
。
な
ん
と
悲
惨
な
こ 

と
で
あ
ろ
う
か
。

山
丁
は
再
び
遼
寧
省
作
家
協
会
に
も
ど
り
、
創
作
室
に
配
属
さ 

れ
、

『
東
北
現
代
文
学
史
』

審
査
顧
問
に
も
招
聘
さ
れ
た
。

月
給 

の
ラ
ン
ク
は
一
九
五
四
年
に
は
十
四
級
に
ま
で
達
し
て
い
た
が
、
 

「
文
革
」

で
関
係
書
類
が
紛
失
し
て
い
た
た
め
、
新
た
に
十
五
級 

と
決
め
ら
れ
た
。

作
家
協
会
に
も
ど
っ
た
当
初
、
か
れ
は
独
身
寮
に
寄
宿
し
た
。

李 

青

そ
こ
で
、

同

室

の

王

丹

羊(

「
五
・
七
」
幹
部
学
校
に
下
放
さ
れ
た
美 

術
編
集
者)

、
金

河
(

内
蒙
古
か
ら
き
た
ば
か
り
の
青
年
作
家
、
後
、
省 

作
家
協
会
主
席
に
な
っ
た)

と
親
友
に
な
っ
た
。

秋
、
 

山
丁
は
広
さ
十
七' 

ハ
平
方
メ
ー
ト
ル
の
部
屋
を
与
え
ら 

れ
た
。

一
家
離
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

二
十
二
年
間
の
囚
人
生
活 

を
強
い
ら
れ
た
人
間
に
と
っ
て
は
何
と
も
有
り
難
い
「
家
」
だ
っ 

た
。か

れ
は
専
業
作
家
な
の
で
、
時
間
的
に
は
比
較
的
自
由
だ
っ
た
。
 

仕
事
に
着
い
た
ば
か
り
の
こ
と
も
あ
り
、
雑
用
が
少
な
く
、
楽
だ 

っ
た
。
山
丁
は
毎
朝
、
ジ
ョ
キ
ン
グ
を
し
た
。
昔
は
塀
の
な
か
を 

走
っ
た
の
だ
が
、
今

は

家

か

ら

万

泉

公

園(

動
物
園)

ま
で
走
っ 

た
。
そ
こ
で
、
太
極
拳
を
習
っ
た
。

時
間
が
あ
れ
ば
、
山
丁
は
親
戚
や
親
友
を
訪
ね
、
皆
に
自
由
を 

え
た
喜
び
を
伝
え
た
。
瀋
陽
に
前
妻
の
妹
、

羅

平
(

定
年
し
た
幹

47



部)

一
家
、
姪

の

于

国

珍(

夫
妻
と
も
に
定
年
し
た)

一
家
が
あ
る
。 

古

い

友

人

に

三

、

四

十

年

代

の

作

家

金

湯(

田
兵)

、

馬

尋
(

金 

音)

、
楊

絮
(

楊
憲
之)

、
木

風
(

劉
毅)

、
鉄

漢
(

郁
其
文)

、
楊
蕭
、
 

高
栢
蒼
、
李
喬
、
李
正
中
、
朱
娓
な
ど
が
い
る
。
患
難
を
と
も
に 

し
て
き
た
新
し
い
友
人
に
は
翻
訳
家
の
于
雷
、
副
編
集
長
の
郭
鋒
、
 

編
集
責
任
者
の
王
梓
、
作
家
里
楊
、
韓
彤
夫
妻
が
い
る
。 

か
れ
は
ま
た
長
春
、
北
京
へ
行
っ
て
、

二
十
数
年
ぶ
り
に
子
供
、
 

妹

、
妻
の
妹
、
従
弟
な
ど
と
も
会
っ
て
き
た
。

ハ
月
、
か
れ
は
ま
ず
親
友
の
蕭
軍
の
お
供
を
し
て
、
呼
蘭
に
蕭 

紅
の
生
家
を
訪
ね
た
。
十
日
、
長
春
へ
行
っ
て
、
長
男
の
梁
大
成 

一

家

と

妻

の

弟

呉

乃

恭(

元
東
北
師
範
大
学
教
授
，
す
で
に
退
職) 

一
家
と
団
桑
し
た
。
そ
こ
か
ら
北
上
し
、
ま
ず
、
蔡
家
溝
で
半
日
、
 

甥

劉

培

基
(

妹
梁
淑
の
長
男)

一
家
に
会
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
哈 

爾
濱
に
行
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
蕭
軍
と
二
人
の
娘
に
居
合
わ
せ
た
。 

哈
爾
濱
で
か
れ
ら
は
ま
ず
東
北
烈
士
陵
園
に
参
拝
し
た
。

ハ
月 

十
五
日
は
金
剣
嘯
殉
国
四
十
周
年
の
記
念
日
で
あ
る
。
哈
爾
濱
で 

盛
大
な
追
悼
式
典
が
催
さ
れ
た
。
黒
竜
江
作
家
協
会
の
関
沫
南
が 

司
会
を
つ
と
め' 

蕭
軍
、
山
丁
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

こ
の
ほ 

か
に
、
吉
林
の
廬
湘
、
黒
竜
江
大
学
教
授
の
陳
陲
、
藤
国
棟
そ
れ 

に
金
剣
嘯
の
娘
金
倫
夫
妻
、
遼
寧
の
部
文
な
ど
も
参
加
し
た
。 

こ
の
あ
と
、
山
丁
は
蕭
軍
な
ど
と
松
花
江
に
行
っ
た
り
、
伊
春

の
大
森
林
、
嘉
荫
県
の
小
興
安
嶺
を
見
た
り' 

モ
ー
タ
—
ボ
ー
ト 

で
黒
竜
江
両
岸
の
風
景
を
見
物
し
た
。
皆

、
ま
る
で
青
年
時
代
に 

戻
っ
た
よ
う
に
、
興
味
津
々
で
、
道
中
多
く
の
詩
作
を
残
し
た
。 

ハ
月
二
十
七
日
、

一
行
は
鏡
泊
湖
近
く
の
吊
水
楼
を
遊
覧
し
た
。 

翌
日
、
蕭
紅
研
究
家
の
鉄
鋒
と
知
り
合
っ
た
。

ハ
月
三
十
一
日
、
哈
爾
濱
に
戻
り
、
再
び
関
沫
南
に
会
っ
た
。 

女

流

作

家

但

娣(

田
琳)

と
も
会
い
、
歓
待
さ
れ
た
。
残
念
な
が 

ら
、
か
の
女
は
一
九
九
二
年
に
波
乱
な
人
生
に
幕
を
閉
じ
た
。
哈 

爾
濱
で
ま
た
艾
青
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
見
聞
の
講
演
を
聞
い
た
。
九
月 

三
日
に
瀋
陽
に
戻
っ
た
。

瀋
陽
に
戻
っ
て
か
ら
、
遼
寧
省
の
作
家
協
会
の
責
任
者
方
氷
、
 

馬
加
な
ど
に
哈
爾
濱
滞
在
の
出
来
事
、
特
に
蕭
軍
が
黒
竜
江
各
地 

で
歓
迎
さ
れ
た
様
子
を
報
告
し
た
。
こ
の
あ
と
、
遼
寧
省
が
山
丁 

に
長
春
へ
蕭
軍
を
迎
え
に
行
か
せ
た
。

蕭

軍

は

『
文
化
報
』
事
件
で
、
批
判
さ
れ
、
長
い
間
不
平
等
に 

扱
わ
れ
た
。

一
九
七
九
年
に
三
十
二
年
間
の
冤
罪
を
よ
う
や
く
晴 

ら
し
た
。
蕭

軍

は

自

分

の

こ

と

を

「
出
土
文
物
」
と
自
嘲
し
た
。 

九
月
十
一
日
午
後
、
山
丁
に
と
も
な
わ
れ
て
蕭
軍
は
瀋
陽
に
到 

着
し
た
。
馬
加
な
ど
文
学
界
の
要
人
は
駅
ま
で
出
迎
え
た
。
蕭
軍 

は
遼
寧
大
廈
に
泊
ま
っ
た
。

蕭
軍
を
囲
ん
で
瀋
陽
で
活
発
な
活
動
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
。
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省

が

主

催

し

た

”
蕭
軍
報
告
会"

に
参
加
し
た
り
、
遼
寧
大
学
で 

講
演
を
し
た
り
、
鞍
山
で
文
聯
の
会
員
と
懇
談
し
た
り
し
た
。
最 

後
に
、
瀋

陽

友

誼

宮

で

「
魯
迅
と
青
年
」
と
い
う
題
で
講
演
し
た
。
 

そ
し
て
九
月
十
七
日
に
帰
京
し
た
。

駅
ま
で
省
、
市
の
文
学
聯
合 

会
、
作
家
協
会
、
文
学
研
究
所
の
責
任
者
や
山
丁
を
含
め
た
同
僚 

た
ち
が
見
送
り
に
行
っ
た
。
蕭
軍
は
瀋
陽
を
離
れ
る
前
に
、
山
丁 

な
ど
に
掛
け
軸
を
送
っ
た
。
山
丁
に
宛
て
た
も
の
に
は
次
の
よ
う 

な
も
の
だ
っ
た
。

文
壇
を
駆
け
め
ぐ
っ
て
五
十
年 

身
も
心
も
た
だ
傷
が
残
る
だ
け 

九
月
十
九
日
、
山
丁
は
ま
た
北
京
に
行
っ
た
。
今
回
の
北
京
行 

き
の
目
的
は
三
つ
あ
っ
た
。
第
一
、
北
京
に
い
る
子
供
た
ち
に
会 

う
。
第
二
、
旧
友
に
会
う
。
第
三
、

こ
れ
は
山
丁
が
北
京
に
行
く 

も
っ
と
も
重
要
な
目
的
で
あ
つ
た
が
、
家
族
、
友
人
と
羅
麦
死
去 

三
周
年
記
念
祭
典
を
催
す
こ
と
だ
っ
た
。
文
革
の
時
、
子
供
と
の 

間
に
大
き
な
溝
が
生
じ
た
が
、
こ
れ
を
機
に
、
和
解
の
打
開
に
努 

力
を
し
よ
う
と
し
た
。
子
供
た
ち
は
か
れ
を
許
し
て
く
れ
た
。
す 

べ
て
ま
た
二
十
二
年
前
に
戻
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
か
れ
は
人
に
会 

う

た

び

に

「
わ
た
し
の
歳
は
二
十
二
年
減
ら
す
べ
き
だ
」
と
言
っ 

た
。北

京
で
は
ま
だ
健
在
だ
っ
た
羅
烽
、
白
朗
、
駱
賓
基
、
舒
群
、

孔
羅
孫
、
蕭
軍
な
ど
に
会
っ
た
。
蕭
軍
の
家
に
よ
く
招
待
さ
れ
、
 

そ
こ
で
ま
た
多
く
の
友
人
と
出
会
っ
た
。

北
京
に
い
る
間
、
か

れ

は

「
曹
雪
芹
故
居
」
を
訪
ね
た
。

北
京 

図
書
館
へ
出
か
け
、
資
料
を
調
べ
た
。
十
月
末
に
、
瀋
陽
に
帰
っ 

て
き
た
。

十
二
月
二
十
三
日
、
遼
寧
省
図
書
館
館
員
の
李
玉
朴
、
曹
蓮
芝 

夫
妻
の
紹
介
で
、
遼
寧
省
実
験
小
学
校
の
教
師
李
素
秀
女
史
と
お 

見
合
し
た
。

二
人
は
一
九
八
一
年
に
め
で
た
く
結
婚
し
た
。 

十
二
月
末
に
、
山
丁
は
長
春
の
長
男
梁
大
成
の
家
で
名
誉
回
復 

後
の
元
旦
を
迎
え
た
。

一
家
団
樂
の
な
か
話
が
弾
ん
だ
。
山
丁
は 

二
十
二
年
来
、
は
じ
め
て
微
笑
ん
だ
。
名
誉
回
復
し
て
半
年
の
内 

に

『
金
剣
嘯
同
志
を
回
想
す
る
』
、

『
文
学
の
故
郷
』
を
書
い
て
、
 

新
聞
に
寄
稿
し
た
。

一
九
ハ
〇
年 

六
十
七
歳

元
旦
が

過
ぎ
て

か
ら

、

山

丁

は

長

春

か

ら

瀋

陽

に

戻

っ

た

。
 

『
長
春
』
文
学
月
刊
社
か
ら
、
山

丁

に

「
東
北
作
家
群
」
を
書
く 

よ
う
依
頼
し
て
き
た
。
こ
れ
は
山
丁
の
回
想
録
の
第
一
部
に
な
っ 

た
。
か
れ
は
十
人
の
作
家
を
書
く
計
画
を
立
て
た
。

こ
の
年
に
、
 

『
万
里
山
花
紅
—
蕭
軍
東
北
行
を
記
す
』
、

『
「
夜
哨
」

の
輝
か
し 

い
星
—
蕭
紅
』(

東
北
作
家
群
像
，
そ
の2

)

を
完
成
し
、

『
長
春
』
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六
月
号
に
載
せ
た
。

『
暴
風
雨
の
な
か
の
鷗
—
巴
来
』(

東
北
作
家 

群

像;

マ
の3

)

は

『
長
春
』

ハ
月
号
に
、

『
夫
婦
作
家
—
羅
烽
、
 

白
朗
』(

東
北
作
家
群
像
，
そ
の
四)

は

『
長
春
』

十
月
号
に
、

『
抗 

戦
歌
手
—
塞
克
』(

東
北
作
家
群
像
の
六)

は

『
長
春
』

四
月
号
に
、
 

『
金
剣
嘯
烈
士
略
伝
』
は

『
東
北
現
代
文
学
資
料
』

第
一
輯
に
、
 

『
蕭
紅
回
想
』

は

『
婦
女
』
第
五
期
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
た
。
 

名
誉
回
復
し
て
か
ら
、
山
丁
の
精
神
状
態
、
健
康
状
態
は
き
わ 

め
て
良
か
っ
た
。
原
稿
の
予
約
は
ぎ
っ
し
り
詰
ま
り
、
社
会
活
動 

も
頻
繁
に
お
こ
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
丁
は
い
つ
も 

精
力
的
で
あ
っ
た
。
人

々

は

か

れ

の

こ

と

を

「
老
い
て
ま
す
ま
す 

さ
か
ん
な
り
」
と
評
し
た
。

三
月
、
山
丁
は
遼
寧
省
文
学
芸
術
家
第
二
次
代
表
大
会
に
参
加 

し
た
。
会
議
は
七
日
間
続
い
た
。
省
委
員
会
第
一
書
記
任
重
夷
が 

演
説
し
た
。
省
委
員
会
書
記
李
荒
、
常
務
委
員
劉
異
雲
な
ど
も
出 

席
し
た
。
席
上
、
馬
加
を
主
席
、
方
氷
を
副
主
席
に
選
出
し
た
。 

蕭

軍

の

友

人

方

未

艾(

方
曦)
,

は
山
丁
の
隣
の
李
玉
朴
の
家
に 

住
ん
で
い
た
の
で
、
山
丁
と
友
人
に
な
っ
た
。
か
れ
は
山
丁
に
哈 

爾
濱
に
い
た
頃
の
こ
と
を
多
く
話
し
て
く
れ
た
。
そ
の
頃
、
山
丁 

は
方
未
艾
に
毎
日
会
っ
て
、
お
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
遭
遇
を
語
り 

合
っ
て
い
た
。
後
、
蕭
軍
、
方
未
艾
、
山
丁
、
陳

睫

は

「
関
東
四 

友
」

に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
方
未
艾
は
山
丁
に
孔
羅
卄
孫
、
羅

烽
、
白
朗
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

山

丁

は

独

身

時

代

に

同

室

だ

っ

た

金

河

の

作

品

を

読

ん
で

、
 

『
「
大
車
店
」
を
読
ん
で
』(

『
遼
寧
文
芸
』1

9
8
0

年)

と
い
う
題
で 

さ
っ
そ
く
書
評
を
発
表
し
、
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
讃
え
た
。

山

丁

は

ま

た

『
延
辺
行
脚
』(

『延
辺
文
芸
』

一
九
八
〇
年)

を
発 

表
し
、
呼
蘭
、
哈
爾
濱
、
牡
丹
江
、
鏡
泊
湖
な
ど
で
見
聞
し
た
こ 

と
を
紀
行
文
に
し
た
。

四
月
、
山
丁
は
末
息
子
の
結
婚
式
を
参
加
す
る
た
め
に
、
北
京 

に
出
向
い
た
。

二
十
数
年
来
、
父
親
と
し
て
の
義
務
を
果
た
さ
な 

か
っ
た
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て
、
こ
の
機
会
に
少
し
で
も
償
お
う 

と
思
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

一
九
四
六
年
、
山
丁
は
哈
爾
濱
東
北
文
学
協
会
で
羅
烽
の
秘
書 

を
し
て
い
た
。
仕
事
の
変
動
と
政
治
の
諸
原
因
で
二
人
は
三
十
年 

以
上
も
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

四
月
二
十
八
日
、
山
丁
は 

北
京
の
遠
東
飯
店
で
羅
烽
と
感
激
の
再
会
を
し
た
。
羅
烽
は
自
分 

が
阜
新
に
下
放
さ
れ
た
こ
と
や
、
当

時

入

院

中

の

白

朗

が

『
国
際 

協
報
』
を
主
宰
し
て
い
た
頃
の
こ
と
も
話
し
た
。

五
月
三
日
、
山
丁
は
中
国
青
年
報
招
待
所
で
草
明
と
会
っ
た
。 

五
十
年
代
二
人
は
瀋
陽
作
家
協
会
の
同
僚
だ
っ
た
で
あ
る
。
塞
克 

と
李
克
異
夫
人
姚
錦
を
も
訪
ね
た
。

五
月
、
瀋
陽
に
戻
っ
た
。
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十
月
、
山
丁
は
長
春
に
行
っ
た
。
長
春
で
旧
友
の
譚
莫
伽
、
張 

辛

実
(

偽
満
洲
時
代
の
監
督
。
解
放
後' 

長
春
映
画
撮
影
所
所
長
。
山 

丁

の

『
郷
愁
』
を
出
版
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
本
は
現
在
、
『新
現
実 

主
義
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る)

に
会
っ
た
。
長
春
に
い
る
間
、
 

農
安
に
い
る
妻
の
弟
呉
永
三
に
会
い
に
行
っ
た
。

山
丁
は
長
春
か
ら
戻
っ
て
、
ま
も
な
く
、
北
京
に
行
っ
た
。 

北
京
で
旧
友
の
端
木
離
良
、
蔣
錫
金
、
姚
周
な
ど
と
会
っ
た
。
 

北
京
に
い
る
間
、
楊
朔
の
弟
楊
玉
瑋
に
伴
わ
れ
、
楊
朔
故
居
を
訪 

ね
た
り
、
陶
然
亭
公
園
の
花
展
覧
会
を
見
学
し
た
り
し
た
。

こ
れ 

ら
の
活
動
は
後
、

『
東
北
作
家
群
像
』
、

『
東
北
作
家
史
話
』
、

『
文 

壇
交
游
録
』
を
書
く
と
き
大
い
に
役
に
立
っ
た
。

十
一
月
に
か
れ
は
北
京
か
ら
瀋
陽
に
戻
っ
て
き
た
。

『
東
北
作 

家
群
像
』
を
書
き
な
が
ら
、
多
く
の
友
人
に
会
っ
て
、
自
分
の
書 

い
た
も
の
を
少
し
で
も
充
実
さ
せ
よ
う
と
努
め
て
い
た
。
か
れ
は 

た
ん
へ
ん
真
面
目
で
あ
り
、
繊
細
で
あ
る
。

こ
れ
は
か
れ
の
日
記 

で
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
二
月
二
三
日' 

李

喬
(

東
北
三
十
年
代
作
家
、
翻
訳
家
、

一
九 

九
〇
年
死
去)

に

陳

華
(

『
大
同
報
」
編
集
者)

の
こ
と
に
つ
い
て
紹 

介
し
て
も
ら
っ
た
。

山
丁
は
季
風
夫
人
の
李
平
、
鉄

漢
(

東
北
作
家
、
『
瀋
陽
日
報
」 

編
集
者)

か
ら
三
十
年
代
の
作
家
、
烈
士
で
あ
る
季
風
の
こ
と
を

聞
き
、
自
分
の
創
作
に
貴
重
な
資
料
を
集
め
た
。

一
九
ハ
一
年 

六
十
八
歳

元
旦
の
後
ま
も
な
く
、
瀋
陽
市
鉄
西
区
文
化
館
館
長
張
軍
が
訪 

ね
て
き
た
。

二
十
数
年
も
保
存
し
て
い
た
山
丁
の
短
編
小
説
『
豊 

年
』
を
山
丁
に
返
却
し
た
。
何
十
年
も
の
動
乱
で
、
山
丁
自
身
も 

自
分
の
原
稿
や
資
料
を
ほ
と
ん
ど
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
四 

十
年
前
に
書
い
た
作
品
を
再
び
手
に
し
て' 

山
丁
は
ま
る
で
宝
物 

を
え
た
よ
う
に
喜
ん
だ
。
か
れ
は
こ
の
本
の
前
扉
に
張
館
長
が
本 

を
返
却
す
る
こ
と
と
、
苦
労
し
て
本
を
保
存
し
た
こ
と
を
書
き
っ 

け
た
。

二
月
、
山
丁
は
ま
ず
長
春
の
長
男
梁
大
成
の
家
を
訪
ね
、
そ
れ 

か
ら
、
北
京
の
三
人
の
子
供
に
会
い
に
行
っ
た
。
母
親
の
羅
麦
が 

こ
の
世
に
い
な
い
分
、
山
丁
は
す
べ
て
の
愛
を
か
れ
ら
に
注
ぎ
た 

い
と
思
っ
た
。

二
月
の
中
旬
に
、
山
丁
は
瀋
陽
に
帰
っ
て
き
た
。 

山
丁
は
資
料
を
集
め
た
り
、
創
作
メ
モ
を
整
理
し
た
り
、
関
係 

者
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
、
図
書
館
で
資
料
を
コ
ピ
ー
し
た
り
、
 

新
聞
、
雑
誌
の
原
稿
を
書
い
た
り
し
て
、
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
た
。
 

四
月
、
遼
寧
省
作
家
協
会
が
作
家
を
組
織
し
て
、
瀋
陽
市
于
洪 

区
楊
士
公
社
寧
官
大
隊
で
社
会
生
活
を
体
験
し
た
。

こ
の
村
は
稲 

と
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
。
ど
の
家
庭
に
も
食
糧
の
貯
蓄
と
貯
金
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が
あ
っ
た
。
文
革
前
と
異
な
り
、
村
に
は
煉
瓦
工
場
、
機
械
工
場
、
 

豚
、
鶏
、
飼
育
場
、
魚
の
養
殖
場
、
紡
績
工
場
、
果
物
加
工
工
場
、
 

印
刷
工
場
、

ミ
シ
ン
工
場:

：:

が
あ
っ
た
。
か
な
り
豊
か
で
あ
っ 

た
。山

丁

は

「
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の
農
村
が
こ
の
よ
う
に
豊
か
に 

な
れ
れ
ば
ど
ん
な
に
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
日
が
き
っ
と
来
る
」
と 

日
記
に
記
し
て
い
る
。

五
月
、
省

作

家

協

会

の

「
金
河
創
作
検
討
会
」
が
四
日
間
行
わ 

れ
た
。
プ
ロ
の
作
家
は
み
な
発
言
し
て
、
若
い
作
家
に
大
き
な
期 

待
を
か
け
た
。

こ
の
後
、
金
河
は
遼
寧
省
作
家
協
会
の
主
席
に
選 

ば
れ
て
、
馬
加
は
名
誉
主
席
に
選
ば
れ
た
。

六
月
、
山

丁

は

「
蕭
紅
誕
生
七
十
年
記
念
会
」

に
参
加
す
る
た 

め
哈
爾
濱
へ
行
っ
た
。
会
議
の
参
加
者
は
各
地
か
ら
来
て
い
た
。
 

蕭
軍
お
よ
び
娘
の
蕭
耘
も
わ
ざ
わ
ざ
北
京
か
ら
来
た
。

こ
の
ほ
か 

に
、

ア

メ

リ

カ

の

蕭

紅

研

究

者

の

葛

浩

文(

ゴ
ー
ル
ド
・
ブ
ラ
ッ 

ド)

、

日
本
の
前
行
淑
子
、

上
海
の
丁
言
昭
も
参
加
し
た
。
鉄
鋒 

な
ど
が
挨
拶
し
た
。

会
議
の
翌
日
、
参
加
者
は
肅
紅
の
生
家
の
あ
る
呼
蘭
に
行
き
、
 

か
の
女
が
通
っ
て
い
た
南
関
小
学
校
、
西
岡
公
園
な
ど
を
見
学
し 

た
。六

月
二
十
二
日
、
山
丁
は
蕭
軍
、
陳̂

な
ど
の
親
友
と
車
で
斉

斉
哈
爾
革
命
烈
士
陵
園
を
参
拝
し
た
。

月
末
に
瀋
陽
に
戻
っ
た
。 

ハ
月
、
山
丁
の
二
人
の
娘
が
休
み
を
利
用
し
て
、
子
供
を
つ
れ 

て
、
父
親
に
会
い
に
来
た
。
山
丁
は
子
供
た
ち
と
大
連
、
羅
麦
の 

二
番
目
の
姉
の
家
、
旅
順
へ
行
っ
た
。
大

連

で

療

養

院

で

『
同
蒲 

路
』
、
『
南
泥
湾
』
を
書
い
た
老
作
家
の
師
田
手
を
見
舞
っ
た
。
大 

連
か
ら
瀋
陽
に
帰
る
途
中
、
鞍
山
へ
立
寄
り
旧
友
の
王
秋
螢
と
会 

っ
て
、
「
東
北
現
代
文
学
」

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
 

二
年
間
つ
き
合
っ
て' 

梁
山
丁
は
李
素
秀
と
結
婚
し
た
。

二
人 

は
師
弟
で
も
あ
り
、

兄
妹
で
も
あ
り
、
伴
侶
で
も
あ
る
新
し
い
生 

活
を
始
め
た
。

か
れ
ら
は
互
い
に
尊
敬
し
あ
い
、
助
け
合
い
、
学
び
あ
い
を
し 

な
が
ら
、
山

丁

の

「
質
素
な
食
を
と
り
、
多
く
歩
き
、
怒
ら
ず
、
 

家
庭
円
満
」

の
信
条
を
守
っ
て
、
晩
年
の
生
活
を
送
ろ
う
と
思
っ 

た
。こ

の
年
に
、
山

丁

は

『
帰
来
人
——

舒
群
』(

東
北
作
家
群
像;

て 

の
五
、
『
長
春
』
六
月
号
に
掲
載)

と

『
北
征
詩
人
——

楊
朔
』
(

東
北 

作
家
群
像;

て
の
七
、
『
長
春
』
ハ
月
号
に
掲
載)

を
発
表
し
た
。 

九
月
一
日
、
 

遼
寧
省
委
員
会
直
属
の
機
関
で
社
会
主
義
経
済
理 

論
読
書
班
第
四
期
が
始
ま
っ
た
。
か
れ
ら
は
六
中
全
会
公
報
、
決 

議
、
党
幹
部
の
発
言
、

マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
の
理
論
、
陳
雲
の
発 

言
集
、
社
会
主
義
経
済
問
題
な
ど
を
四
十
五
日
間
勉
強
し
た
。
山
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丁
は
毎
回
出
席
し
て
、
真
剣
に
メ
モ
を
取
っ
た
。
か
れ
は
い
か
な 

る
仕
事
に
対
し
て
も
極
め
て
真
面
目
だ
っ
た
。

十
月
二
十
九
日
、
報
告
会
に
一
日
中
参
加
し
た
。

こ
の
会
で
は 

作
家
を
労
働
改
造
幹
部
を
中
心
に
取
材
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
 

十
一
月
十
七
日
ま
で
、
山
丁
は
省
の
文
学
創
作
協
力
会
に
四
日 

間
参
加
し
て
き
た
。
内
容
は
座
談
、

い
か
に
今
後
の
協
力
関
係
を 

結
ぶ
か
、
作
品
の
表
彰
及
び
会
員
を
拡
大
す
る
こ
と
な
ど
だ
っ
た
。 

山
丁
は
真
面
目
に
メ
モ
を
取
っ
た
。

十
一
月
中
旬
、
陳̂

が
瀋
陽
へ
山
丁
を
訪
ね
て
き
た
。
山
丁
は 

か

れ

と

秋

螢

の

に

い

る

鞍

山

へ

行

っ
て

、

三

人

で

「
文
選
刊
行 

会
」

に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

こ
の
後
、
本
溪
南
甸
の
方
未
艾
を 

訪
ね
た
。

一
連
の
訪
問
を
終
え
て
、

二
人
は
ま
た
瀋
陽
へ
戻
っ
た
。 

十
二
月
、
山
丁
は
遼
寧
省
文
学
学
会
の
忘
年
会
に
参
加
し
た
。 

こ
の
一
年
の
、っ
ち
に
、
山
丁
は
多
く
の
会
議
に
参
加
し
た
。

二 

十
二
年
間
の
収
容
所
生
活
で
は
ほ
と
ん
ど
勉
強
す
る
こ
と
が
な
か 

っ
た
。

こ
の
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
よ
う
と
懸
命
に
努
力
し
た
。 

こ
の
年
に
人
民
出
版
社
よ
り
出
版
し
た
『
中
国
文
学
家
辞
典
』 

(

現
代
第
二
分
冊)

の
な
か
に
梁
山
丁
に
関
す
る
一
項
目
が
あ
っ 

た
。

一
九
ハ
二
年 

六
十
九
歳

一
月
、

『
北
方
文
学
』

第
二
十
四
期
に
、

山
丁
が
書
い
た
書
評 

『
金

河

の

「
大
車
駅
の
一
日
」
を
読
ん
で
』
を
載
せ
た
。
山
丁
は 

若
い
作
家
を
一
貫
し
て
応
援
し
て
い
る
。
た
と
え
ば' 

軍
人
作
家 

の

劉

兆

林

の

『
あ
あ!

ソ
ロ
ン
河
の
銃
声
』
を
読
ん
で
か
ら
、
劉 

兆
林
に
さ
っ
そ
く
感
想
文
を
寄
せ
、
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
讃
え
、
 

激
励
の
言
葉
を
か
け
た
。
現
在
、
劉
兆
林
は
遼
寧
省
作
家
協
会
の 

副
主
席
を
努
め' 

創
作
研
究
部
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
。
 

三
月
ハ
日
、
山
丁
は
弟
が
危
篤
と
の
電
報
を
受
け
て
、
翌
日
に 

樺
甸
行
き
の
汽
車
で
出
発
し
た
。
弟
の
葬
式
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
 

三

月

十

三

日

に

そ

の

ま

ま

呼

蘭

に

行

っ

て

「
蕭
紅
死
去
四
十
周 

年
」
学
術
討
論
会
に
参
加
し
た
。

四
日
間
の
予
定
を
終
え
て
か
ら
、
 

大
慶
油
田
の
招
き
で
、
遼
寧
省
作
家
協
会
副
主
席
の
方
氷
が
臨
時 

に
組
織
し
た
訪
問
団
を
引
率
し
、
大
慶
を
訪
問
を
し
た
。 

山

丁
は

大
慶
師
範
専
門
学

校
の
学

生
に
「
東
北
作
家
群
」
、
「
東 

北
文
学
と
郷
土
文
学
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。
 

大
慶
に
滞
在
す
る
間
、
油
田
の
責
任
者
か
ら
大
慶
の
生
産
情
況
な 

ど
の
説
明
を
受
け
た
。

大
慶
か
ら
哈
爾
濱
で
数
日
を
滞
在
し
て
か
ら
、

三
月
二
十
五
日 

に
瀋
陽
に
戻
っ
た
。

蕭
紅
に
遥
か
な
思
い
を
馳
せ
て
、
山
丁
は
詩
を
書
い
た
。

『
小
城
三
月
』

は
雪
化
粧
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遥

か

彼

方

か

ら

『
春
曲
』
が
聞
こ
え
て
く
る 

呼

蘭

の

『
生
死
場
』
を
再
訪
し
て 

新
世
代
は
蕭
紅
を
追
憶
す
る

-

九
八
二
年
三
月
十
二
日
呼
蘭
に
て 

注:

『
小
城
三
月
』
、
『春
曲
』
、
『
生
死
場
』
は
い
ず
れ
も
蕭
紅
の
作
品 

で
あ
る
。

山
丁
は
瀋
陽
に
戻
っ
て
か
ら
、
妻
の
李
素
秀
の
長
男
が
病
死
し 

た
こ
と
を
聞
い
て
、
非
常
に
悲
し
か
っ
た
。
か
れ
は
か
の
女
を
慰 

め
、

シ
ョ
ツ
ク
の
な
か
か
ら
立
ち
直
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
朝
、
 

妻
を
と
も
な
い
散
歩
と
太
極
拳
を
し
た
。
か
れ
ら
は
時
々
、
 

即
興 

詩
を
一
日
に
三
、

四
首
も
作
り
、
景
色
や
物
を
詠
っ
て
い
た
。
あ 

る
時
は
、

一
人
で
一
首
、
あ
る
時
は
、

二
人
で
一
言
ず
つ
詠
ん
で
、
 

一
首
の
詩
を
完
成
し
た
。
次

の

「
雨
後
、
花
を
鑑
賞
す
る
」
は
二 

人
の
共
作
で
あ
る
。

エ
ン
ジ
ュ
の
花
は
散
っ
て
泥
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
い
る 

花
の
寿
命
は
一
体
、
ど
れ
ほ
ど
な
の
か 

人
生
は
さ
っ
と
消
え
ゆ
く
朝
露
の
よ
う
だ 

た
だ
秋
の
到
来
の
遅
れ
を
願
う
の
み
だ 

こ
の
よ
う
な
通
俗
詩
を
一
月
に
五
十
首
以
上
作
っ
た
。
勿
論
、
 

こ
れ
は
自
己
鑑
賞
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
や
る
こ 

と
に
よ
っ
て
、
山
丁
夫
人
は
だ
い
ぶ
元
気
に
な
っ
た
。

六
月
、
山
丁
は
妻
と
開
源
老
城
東
大
獅
子
溝
へ
両
親
の
墓
参
り 

に
行
っ
て
来
た
。
名
誉
回
復
後
、
山
丁
は
毎
年
、
故
郷
に
帰
っ
て
、
 

親
の
墓
参
り
を
し
た
。
郷
里
の
人
々
は
皆
、
山
丁
を
親
孝
行
だ
と 

口
々
に
誉
め
た
。

一
九
九
三
年
一
月
に
脳
出
血
を
患
っ
て
か
ら
は
、
 

や
む
を
え
ず' 

中
止
し
て
い
る
。

六
月
中
旬
、
丁
玲
は
陳
明
を
と
も
な
っ
て
、
瀋
陽
へ
講
演
に
き 

た
。
山
丁
は
か
の
女
の
講
演
を
聴
き
、
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
た
。 

『
中
国
新
文
学
大
系
』
(

一

九
三
九
——
-

九
四
九)

編
纂
委
員
会 

は
山
丁
に
一
、

二
篇
の
短
編
小
説
を
選
ん
で
ほ
し
い
と
要
請
の
手 

紙
を
よ
こ

し
た
。

こ
う
し
て
、

か

れ

の

『
残
欠
者
』(

1
9
4
3

年
出 

版' 

短
編
小
説
選
『豊
年
」
収
録)

は

『
中
国
新
文
学
大
系
』

第
三 

巻
(

一
九
三
九
— 

一
九
四
九)

に
収
録
さ
れ
た
。

七
月
中
旬
、
 

山

丁

は

「
蕭
軍
文
学
活
動
五
十
周
年
」
記
念
キ
ヤ 

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
す
る
た
め
、
北
京
に
行
っ
た
。
参
加
者
に
は
黒 

竜
江
大
学
の
陳
呢
、
本
溪
の
方
未
艾
、
上
海
の
陳
涓
な
ど
の
姿
が 

あ
っ
た
。

夏
休
み
に
入
っ
て
か
ら
、
山
丁
夫
人
も
北
京
で
合
流
し
た
。
友 

人
た
ち
は
久
々
の
再
会
を
喜
び
あ
っ
た
。

ハ
月
十
日
、
山
丁
夫
婦
は
瀋
陽
に
戻
っ
た
。

九
月
二
十
日
、

四

川

人

民

出

版

社

が

『
中
国
文
学
家
辞
典
』
第 

ー
、

一
 

ー
巻
を
送
っ
て
く
れ
た
。
第
二
巻
に
梁
山
丁
の
紹
介
が
あ
っ
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た
。

こ
の
ほ
か
に
、

山

丁

は

東

北

作

家

の

馬

尋(

金
音)

、

鉄
漢 

(

郁
其
文)

、

羅

麦
(

左
蒂)

ヽ

李

正

中
(

柯
炬)

、
朱
娓
な
ど
十
数 

人
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
達
は
第
三
、

四
巻
に
収
録
さ
れ
た
。 

九
月
二
十
三
日
、
遼

寧

人

民

放

送

局

の

李

力(

現
遼
寧
放
送
局 

庁
副
庁
長)

は
山
丁
の
家
を
訪
ね
て
、
「
文
化
生
活
」

コ
ラ
ム
に
原 

稿
を
依
頼
し
た
。
山

丁

は

『
東
北
作
家
史
話
』
を
リ
ス
ナ
ー
に
紹 

介
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
東
北
作
家
史
話
』

は
東
北
出
身
の
作 

家
の
作
品
を
紹
介
し
た
。
原
稿
は
一
回
二
千
字
で
あ
り
、

一
回
の 

放
送
時
間
は
二
十
分
で
あ
る
。
毎
月
一
回
の
放
送
は
山
丁
自
ら
が 

や
っ
て
い
た
。

放
送
は
一
九
八
三
年
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
山
丁
は
十
二
人
の 

作
家
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
準
備
し
た
。

十
一
月
、
于
鉄
、
聞
功
、
趙
楽
璞
は
共
産
党
組
織
に
指
名
さ
れ
、
 

山
丁
の
作
品
と
歴
史
を
研
究
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
は
党
が
古
希
の 

老
作
家
に
関
心
を
示
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
山
丁
に
と
っ
て 

は
喜
ば
し
い
こ
と
と
言
え
た
。

十

月

十
七
日
、

元
洗
南
連
合
中
学

の
教
え
子
で

あ
る
靳
韜
光 

(

元
省
放
送
庁
庁
長)

、
楊

春

栄
(

元
省
放
送
庁
幹
部)

、
張

健

中
(

元 

鞍
山
市
市
長
・
一
九
八
ハ
年
死
去)

、
王

大

軍
(

省
郷
鎮
企
業
管
理
局
局 

長)

が
山
丁
に
会
い
に
来
た
。
師
弟
は
久
し
ぶ
り
に
再
会
の
喜
び 

を
語
り
合
い
、
各
自
の
家
庭
事
情
、
仕
事
の
こ
と
を
報
告
し
た
。

こ
の
四
人
は
先
生
の
山
丁
が
名
誉
回
復
さ
れ
、
新
た
な
仕
事
に 

復
帰
し
た
こ
と
を
当
時
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
に
知
ら
せ
た
。
そ 

れ
か
ら
山
丁
と
連
絡
を
と
る
連
合
中
学
の
生
徒
は
ま
す
ま
す
多
く 

な
っ
た
。
昔
の
教
え
子
は
今
は
皆
立
派
に
一
人
前
に
成
長
し
て
い 

た
。こ

の
年
、
す
な
わ
ち
ー
九
八
三
年
の
元
旦
は
山
丁
は
結
婚
し
た 

ば
か
り
の
夫
人
と
瀋
陽
の
自
宅
で
過
ご
し
た
。
と
て
も
幸
せ
な
お 

正
月
で
あ
っ
た
。

こ

の

年

に

書

い

た

『
人

々

の

心

の

窓

を

あ

け

た

「
金
剣
嘯
詩
文 

集
」

回
想
』
が

『
哈
爾
濱
日
報
』

一
九
ハ
一
一
年
四
月
七
日
に
掲
載 

さ
れ
、
『
李
克
異
を
慕
う
』

が

『
鴨
緑
江
』

一
九
ハ
二
年
第
二
期 

に
掲
載
さ
れ
た
。

一
九
ハ
三
年 

七
十
歳

元
旦
の
後
、
山
丁
は
省
中
長
編
小
説
創
作
経
験
交
流
会
に
参
加 

し
た
。

一
月
の
あ
る
日
、
李

力

が

ラ

ジ

オ

放

送

の

『
東
北
作
家
史
話
』 

を
録
音
に
き
た
。
山
丁
は
李
カ
と
う
ま
く
協
力
し
、
あ
っ
と
い
う 

間
に
完
成
し
た
。

一
月
三
十
日
、
『
東
北
作
家
史
話
』
第
一
講
、
「
蕭
軍
と
か
れ
の 

『
ハ
月
の
郷
村
』
」
は

朝

七

時

半

の

ラ

ジ

オ

「
文
化
生
活
」

の
な
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か
で
放
送
さ
れ
た
。
山
丁
は
夫
人
と
と
も
に
ラ
ジ
オ
を
真
剣
に
聞 

い
た
。

放

送

後

の

反

応
は

上
々
だ

っ
た
。

老
作
家
謝
挺
宇
は
山
丁
に 

「
私
は
東
北
出
身
で
は
な
い
が' 

一
九
四
五
年
以
後
、
ず
っ
と
東 

北
で
生
活
を
し
て
い
る
か
ら
、
私
も
東
北
の
作
家
の
一
員
で
あ
る 

は
ず
だ
」
と
訴
え
た
。
そ
こ
で' 

山

丁

は

第

十

二

講

に

「
謝
挺
宇 

と

か

れ

の

『
霧
夜
紫
灯
』
」
を
講
じ
た
。

二
月
、

四
月
、

七
月
、

ハ
月
、

九
月
、

十
一
月
に
そ
れ
ぞ
れ 

「
馬

加

と

か

れ

の

『
赤
い
果
実
』
」
、

「
羅

烽

と

か

れ

の

『
七
つ
目 

の
坑
』
」
、
「
白

朗

と

か

れ

の

『
幸
福
な
明
日
の
た
め
に
』
」
、
「
舒
群 

と

か

れ

の

『
祖
国
の
な
い
子
供
の
た
め
に
』
」
、

「
蕭
紅
と
彼
女
の 

『
呼
蘭
河
伝
』
」
、
「
金

剣

嘯

と

か

れ

の

『
興
安
嶺
の
風
雪
』
」
な
ど
、
 

合
計
七
講
を
放
送
し
た
。
毎
回
、
放
送
前
に
ま
ず
録
音
を
し
た
。
 

こ
の
た
め
に
、
山
丁
は
一
年
間
か
な
り
緊
張
し
た
が
、
良
い
仕
事 

を
さ
せ
て
も
ら
え' 

ま
た
楽
し
く
も
あ
っ
た
。

多
忙
な
山
丁
に
と
っ
て
、
夫
人
は
良
き
理
解
者
だ
っ
た
。
イ
ン 

夕

—
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
り
、
約
束
し
た
原
稿
を
書
い
た
り
、
会
議 

に
出
た
り
し
て' 

自
分
や
家
庭
の
こ
と
を
顧
み
る
こ
と
が
で
き
な 

い
山
丁
を
、
夫
人
は
最
大
限
に
支
え
て
く
れ
た
。

二
月
、
夫
人
を
連
れ
て
、
長
春
の
長
男
梁
大
成
の
家
を
訪
ね
、
 

長
春
の
家
族
と
友
人
と
と
も
に
、
結
婚
後
の
最
初
の
春
節
を
過
ご

し
た
。

四
月
、
馬

加

の

長

編

小

説

『
北
国
風
雲
録
』

の
出
版
記
念
座
談 

会
に
出
席
し
た
。
白
内
障
を
患
っ
て
、
七
十
過
ぎ
て
い
る
馬
加
の 

作
品
を
参
加
者
は
高
く
評
価
し
た
。

山

丁

は

絶

え

間

な

く

、
資

料

を

集

め

、

『
東

北

作

家

群

像

』
、
 

『
文
壇
交
遊
録
』
、

の
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
。

そ
し
て
、
長
編 

小

説

の

『
灰
色
の
街
』

と

『
赤
い
草
原
』

の
構
想
も
始
め
た
。
ま 

さ

に

「
残
さ
れ
た
少
な
い
時
間
を
有
効
に
使
う
た
め
、
自
ら
自
覚 

し
て
奮
闘
す
る
」

よ
う
だ
っ
た
。

こ
れ
は
ま
た
山
丁
の
座
右
の
銘 

で
あ
る
。

五
月
十
五
日
、
山

丁
は

吉

林

大

学

が

主

宰

し

た

「
蕭
軍
創
作
学 

術
研
究
会
」

に
参
加
す
る
た
め
、
長
春
へ
出
向
い
た
。
会
議
は
二 

十
日
に
終
了
し
た
。

会
議
閉
幕
後
、
白
城
子
地
区
の
沈
南
へ
行
っ
た
。
そ
こ
で
連
合 

中
学
の
生
徒
た
ち
と
再
会
し
た
。
か
れ
ら
の
多
く
は
政
府
の
幹
部 

に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
生
徒
た
ち
は
先
生
を
囲
む
座
談
会
を
開
き
、
 

白
城
子
地
区
の
運
動
会
や
音
楽
会
な
ど
を
鑑
賞
し
た
。
山
丁
は
生 

徒
た
ち
に
格
別
歓
待
さ
れ
、

予
定
を
繰
り
下
げ
、
六
月
四
日
に
よ 

う
や
く
瀋
陽
に
戻
っ
て
き
た
。

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
山
丁
に
掛
け
軸
が
届
い
た
。
 

三
十
八
年
間
の
こ
と
は
ま
る
で
煙
の
よ
う
に
漂
い
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歌
を
一
曲
詠
っ
て
涙
は
杯
の
前
に
こ
ぼ
れ
落
ち
る 

革
命
の
志
は
、
水
の
波
と
共
に 

い
つ
ま
た
会
う
の
か 

杯
を
あ
げ
て
少
年
時
代
を
想
う 

詩
の
裏
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
た
。

山
丁
学
長
は
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず' 

連
合
中
学
の
生
徒 

た
ち
と
再
会
を
果
た
し
た
。
座
談
会
で
歌
を
詠
い
、
皆
の
涙 

を
誘
っ
た
。
先
生
の
革
命
精
神
に
感
動
さ
せ
ら
れ
、
こ
の
書 

を
書
い
て
、
記
念
に
さ
し
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

一
九
ハ
三 

年
六
月
三
日

こ
れ
は
洗
南
県
委
員
会
宣
伝
部
張
文
貴
が
作
っ
た
詩
で
あ
る
。
 

か
れ
は
わ
ざ
わ
ざ
表
装
し
て
、
山
丁
に
送
っ
て
き
た
。

こ
の
時
の
感
動
は
山
丁
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
か
れ
は 

こ
の
掛
け
軸
が
特
別
に
好
き
で
あ
る
。

二
十
年
来
、
家
の
客
間
で 

さ
ま
ざ
ま
な
掛
け
軸
を
換
え
た
り
し
て
い
た
が
、

こ
れ
だ
け
は
ー 

度
も
外
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。
山
丁
は
こ
の
詩
の
た
め
に
自
ら
作 

曲
し
た
。

山
丁
は
瀋
陽
に
帰
っ
て
か
ら
、
老
作
家
に
定
年
退
職
を
勧
め
る 

報
告
会
に
参
加
し
た
。
山
丁
は
直
ち
に
、
定
年
退
職
の
手
続
き
を 

し
、
ま
も
な
く
許
可
さ
れ
た
。
山
丁
が
定
年
し
て
か
ら
、
行
政
上 

十
四
級
、
要
す
る
に
副
局
長
ク
ラ
ス
の
待
遇
を
受
け
る
。

ハ
月
三
十
一
日
、

「
蕭
軍
文
学
活
動
五
十
周
年
祝
賀
会
」
参
加 

の
た
め
に
、
哈
爾
濱
に
出
か
け
た
。
会
議
の
後
に
、
参
加
者
は
呼 

蘭
に
あ
る
蕭
紅
の
生
家
と
記
念
館
を
見
学
し
て
き
た
。
九
月
四
日 

に
会
議
が
終
了
、
山
丁
は
瀋
陽
に
戻
っ
た
。

九
月
の
末
、
遼
寧
省
は
吉
林
省' 

黒
竜
省
に
続
い
て' 

蕭
軍
の 

故
郷
—

錦

県

で

「
蕭
軍
文
学
活
動
五
十
周
年
祝
賀
会
」
が
開
か
れ 

た
。
山
丁
は
会
議
参
加
の
ほ
か
に
、
ま
た
蕭
軍
の
家
族
を
連
れ
、
 

蕭
軍
の
生
ま
れ
故
郷
の
大
碾
盤
村
を
案
内
し
た
。

山
丁
は
蕭
軍
文
学
活
動
五
十
周
年
学
術
会
議
を
機
会
に
東
北
三 

省
に
対
し
て
、

『
東
北
淪
陥
時
期
作
品
系
列
叢
書
』

の
出
版
を
関 

係
者
に
働
き
か
け
た
。
実
は
山
丁
は
名
誉
回
復
後
に
、
文
学
作
品 

の
整
理
に
着
手
し
た
。
瀋
陽
在
住
の
金
湯
、
馬
尋
、
楊
肖
、
崔
束 

(

高
柏
蒼)

、
木
風
、
李
喬
、
楊
絮
、
李
正
中
な
ど
の
友
人
や
老 

作
家
は
積
極
的
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
、
編
集
委
員
会
を
設
立
し 

た
。後

に
、
遼
寧
省
委
員
会
宣
伝
部
と
春
風
出
版
社
が
共
同
し
て
、
 

山
丁
を
総
編
集
に
、
部
文
を
編
集
と
し
て
、
本
の
出
版
に
向
け
て 

本
格
的
に
動
き
始
め
た
。

山
丁
は
古
希
の
老
人
だ
と
思
わ
な
い
ほ
ど
精
力
的
に
取
り
組
ん 

だ

。
こ
れ
ら
の
本
の
出
版
は
意
義
重
大
で
あ
る
。
苦
し
い
時
代
を 

通
り
抜
け
て
き
た
生
存
者
に
と
っ
て
、
自
分
の
作
品
を
再
び
日
の
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目
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
政
治
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
名
誉
回
復 

で
あ
る
。
こ
の
世
に
既
に
い
な
く
な
っ
た
者
に
と
っ
て
は
、
魂
へ 

の
慰
め
で
あ
る
。

夫
人
は
山
丁
を
大
い
に
助
け
た
。

コ
ピ
ー
の
は
っ
き
り
し
て
い 

な
い
原
稿
を
写
し
た
り
、
外
部
と
の
連
絡
を
と
っ
た
り
し
て
い
た
。 

十
月
、
遼
寧
省
作
家
協
会
は
遼
寧
省
文
学
座
談
会
を
開
い
た
。
 

参
加
し
た
作
家
た
ち
は
遼
寧
省
に
お
け
る
創
作
、
評
論
、
出
版
物 

に
つ
い
て
討
論
し
た
。

十
月
末
か
ら
十
一
月
の
初
め
に
、
山
丁
は
吉
林
省
社
会
科
学
院 

が
長
春
で
召
集
し
た
小
さ
な
座
談
会
の
招
き
を
受
け
た
。
中
国
社 

会
科
学
院
の
徐
迺
翔
も
参
加
し
た
。
会

議

は

『
東
北
淪
陥
期
文
芸 

運
動
資
料
集
』
、
『
中
国
現
代
文
学
史
資
料
集
叢
書
」
を
甲
、
乙
、
 

丙
に
分
け
て
、
出
版
す
る
こ
と
を
論
議
し
た
。

山
丁
は
長
春
か
ら
戻
っ
て
き
た
間
も
な
い
う
ち
に
、
山
東
大
学 

の

「
郭
沫
若
学
術
検
討
会
」
参
加
の
招
待
を
受
け
た
。

十
一
月
十
四
日
、
山
丁
は
済
南
に
着
い
た
。

十
六
日'

「
山
東 

省
郭
沫
若
研
究
会
成
立
と
学
術
交
流
大
会
」
が
開
幕
し
た
。
詩
人 

の
高
蘭
教
授
が
開
幕
の
挨
拶
を
し
た
。
大
会
は
四
日
間
お
こ
な
わ 

れ
た
。

会
議
閉
幕
後
、
山
丁
は
夫
人
と
と
も
に
、
済
南
市
、
大
明
湖
、
 

跆
突
泉
な
ど
を
観
光
し
た
。
こ
の
後
、
泰
山
、
曲
阜
、
孔
府
、
孔

廟
、
孔
林
な
ど
を
回
っ
て
か
ら
、
済
南
に
戻
っ
た
。
済
南
で
山
丁 

夫
婦
は
詩
人
の
高
蘭
を
訪
ね
た
。
山
丁
は
か
つ
て
か
ら
高
蘭
の
名 

を
慕
っ
て
い
た
が
、
も
っ
と
早
く
会
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
悔
や 

ん
で
い
た
。

済
南
を
後
に
し
て
か
ら
、
山
丁
夫
婦
は
青
島
に
来
た
。
か
れ
ら 

は
市
内
観
光
し
て
か
ら
、

一
九
三
四
年
蕭
軍
と
蕭
紅
が
東
北
か
ら 

青
島
に
逃
れ
て
き
た
時
に
住
ま
い
に
し
て
い
た
観
衆
路
一
号
の
住 

宅
を
訪
ね
た
。
海
に
面
し
た
極
め
て
環
境
の
良
い
場
所
に
あ
る
二 

階
建
て
の
家
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
家
主
が
何
代
も 

入
れ
替
わ
っ
た
た
め
、

元
の
面
影
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
か
っ 

た
。十

一
月
二
十
七
日
、
山
丁
夫
妻
は
長
虹
号
で
上
海
に
向
か
っ
た
。 

二
人
は
上
海
で
真
つ
先
に
図
書
館
に
行
き
、
資
料
を
調
べ
た
。
上 

海
で
旧
知
の
姜
丕
芸
、
陳
涓
に
あ
っ
た
。

二
人
は
大
上
海
を
見
る 

暇
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、

四
日
間
の
滞
在
中
に
、

二
人
は
杭 

州
の
岳
飛
廟
、
岳
飛
墳
、

西
湖
、
六
合
塔
を
一
日
走
り
観
光
し
た
。 

十
二
月
四
日
、
南
京
に
到
着
。
南
京
で
中
山
陵
に
参
拝
し
て
か 

ら
、
玄
武
湖
を
遊
覧
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
呉
英
、
呉
郎
の
子
供 

季
勛
夫
婦
を
訪
ね
た
り
、
資
料
を
調
べ
た
り
し
た
。
南
京
に
四
日 

間
滞
在
し
て
か
ら
、
山
丁
夫
婦
は
北
上
し
た
。

十
二
月
九
日
、

北
京
に
到
着
。
北
京
に
い
る
間
、
や
は
り
友
人
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を
訪
ね
、
資
料
を
調
べ
た
。
も
っ
と
も
記
念
す
べ
き
な
の
は
北
京 

で
山
丁
が
七
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
こ
と
で
あ
る
。 

十
二
月
二
十
一
日
、
山
丁
夫
婦
は
瀋
陽
に
帰
っ
て
き
た
。

一
月 

に
亘
る
長
い
旅
で
二
人
は
沿
海
都
市
の
名
勝
、
古
跡
、
風
景
を
満 

喫
し
た
。

こ
れ
は
二
人
に
と
っ
て
は
す
ば
ら
し
い
記
念
と
な
っ
た
。 

山

丁
が

連

載

放

送

し
て

い

る

『
東
北
作
家
史
話
』

の
一
部
の
内 

容

を

『
作
家
生
活
報
』

に
発
表
し
た
。

山

丁

の

『
文
壇
を

駆
け

め

ぐ

る

五

十

年

——

蕭
軍

を

記
す

』

は 

『
錦
花
』

一
九
ハ
三
年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

一
九
ハ
四
年 

七
十
一
歳

こ

の

一

年

に

『
東

北

作

家

史

話

」

を

計

五

講

を

放

送

し

た

。 

『
高

蘭

と

か

れ

の

「
私
の
家
は
黒
竜
江
に
あ
る
」
』
、

『
金
人
と
か 

れ

の

「
静
か
な
頓
河
」
』
、

『
端

木

蘆

良

と

か

れ

の

「
科
爾
沁
旗
草 

原
」
』

『
李

克

異

と

か

れ

の

「
城
春
草
木
深
」
』
、

『
謝
挺
宇
と
か
れ 

の

「
霧
夜
紫
灯
」
』

で
あ
り
、
十
二
人
の
作
家
に
触
れ
た
。 

第

二

弾

の

『
東
北
作
家
群
像
』
は
都
合
で
放
送
を
実
現
で
き
な 

か
っ
た
。

三
月
、
山
丁
は
定
年
作
家
、
国
家
幹
部
と
し
て
、
副
局
長
の
待 

遇
を
受
け
て
、
三
し
〇̂

の
家
を
与
え
ら
れ
た
。
場
所
は
北
陵
小 

区
十
一
号
楼
、
ま
た
遼
寧
省
作
家
協
会
創
作
の
家
と
も
言
う
。

こ

こ
に
著
名
な
馬
加
、
方
氷
、
謝
挺
宇
、
于
鉄
、
聞
功
、
思
基
な
ど 

も
住
ん
で
い
る
。

こ
こ
は
環
境
が
静
か
で
、
便
利
で
あ
る
。
北
陵
公
園
に
も
近
い
。 

親
戚
や
友
人
た
ち
は
皆
喜
ん
で
く
れ
た
。
旧
友
の
方
未
艾
、
方
紆
、
 

金
湯
、
秋
螢
な
ど
か
ら
お
祝
い
の
詩
を
も
ら
っ
た
。

三
月
、
山
丁
は
遼
寧
省
作
家
協
会
が
主
催
し
た
建
国
三
十
五
周 

年
文
学
創
作
会
に
二
日
間
参
加
し
た
。
参
加
者
は
近
年
の
創
作
情 

況
と
今
後
の
創
作
方
向
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
を
交
わ
し
た
。
 

こ
の
時
期
、
山
丁
は
資
料
収
集
や
、

原
稿
の
執
筆
に
忙
し
か
っ 

た
。中

国
現
代
文
学
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
、
遼
寧
春
風
文
芸
出 

版
社
は
遼
寧
省
委
員
会
宣
伝
部
の
支
持
を
え
て
、

『
東
北
淪
陥
時 

期
系
列
叢
書
』
を
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
。
山
丁
を
編
集
長
に
、
 

部
文
を
責
任
編
集
者
に
任
命
し
た
。

山
丁
は
ま
ず
女
流
作
家
の
小
説
集
を
編
集
し
、

『
長
夜
螢
火
』 

を
出
し
た
。

五
月
、

メ
ー
デ
ー
の
休
み
を
利
用
し
て
、
山
丁
夫
妻
は
開
源
老 

城
東
大
獅
子
溝
へ
父
母
の
墓
参
り
を
し
て
き
た
。

五
月
中
旬
、
蕭
軍
、
王
徳
芬
夫
妻
は
遼
寧
省
撫
順
で
開
か
れ
た 

「
全
国
炭
鉱
文
学
作
品
表
彰
大
会
」

に
参
加
す
る
。
遼
寧
省
作
家 

協
会
は
蕭
軍
夫
妻
を
瀋
陽
で
招
待
す
る
た
め
に
、
山
丁
を
撫
順
へ
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蕭
軍
夫
妻
を
迎
え
に
行
か
せ
た
。
夫
妻
と
同
行
す
る
炭
鉱
部
副
部 

長
の
張
超
、
書
道
家
の
王
遐
挙
は
創
作
の
家
に
落
ち
着
い
た
。 

到
着
し
た
晚
に
、
蕭
軍
夫
妻
は
五
階
に
あ
る
山
丁
の
新
居
を
訪 

ね
て
き
た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
ん
だ
。

翌
日
、
蕭
軍
一
行
が
北
京
に
帰
っ
た
。
駅
ま
で
省
作
家
協
会
主 

席
馬
加
、
副
主
席
謝
挺
宇
、
山
丁
な
ど
、
十
数
人
が
見
送
り
に
行 

っ
た
。

ハ
月
、
元
洗
南
連
合
中
学
の
生
徒
、
現
洗
南
県
委
員
の
老
幹
部 

処
処
長
の
何
老
源
の
案
内
で
、
山
丁
夫
婦
は
湯
崗
子
温
泉
、
千
山 

を
見
物
し
た
。
元
連
合
中
学
の
生
徒
、
現
市
長
の
張
建
中
が
一
席 

を
設
け
て
く
れ
た
。
瀋
陽
に
帰
っ
た
山
丁
は
詩
を
書
い
た
。
 

三
十
九
年
前
の
こ
と
を
回
顧
す
れ
ば 

水
は
波
を
巻
き
起
こ
す 

青
春
を
か
け
て
、
北
の
要
塞
を
征
す 

今
日
で
は
門
下
生
が
天
下
に
満
ち
て
い
る 

ハ
月
下
旬
、
山
丁
の
旧
友
、
女

流

作

家

の

田

琳(

但
娣)

が
哈 

爾
濱
か
ら
瀋
陽
に
や
っ
て
来
た
。
方
紆
、
楊
紊
、
郭
鋒
、
陳
南
、
 

李
喬
、
李
正
中
、
朱
娓
、
木
風
、
金
湯
な
ど
は
山
丁
の
家
で
歓
談 

し
た
り
、
東
陵
で
記
念
撮
影
を
し
た
り
し
た
。
か
れ
ら
は
ま
る
で 

青
年
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
に
喜
ん
で
い
た
。

九
月
、
黒
竜
江
大
学
教
授
、
哈
爾
濱
文
学
院
院
長
の
陳
睫
は
山

丁
に
会
い
に
来
た
。
瀋
陽
在
住
の
友
人
た
ち
は
西
関
村
の
回
民
飯 

店
で
陳
睫
を
歓
迎
し
た
。

後
、
山
丁
夫
婦
は
陳
隠
と
伴
に
、
本
渓
南
甸
の
老
友
方
未
艾
を 

訪
ね
た
。
本
渓
で
四
人
は
ハ
百
メ
ー
ト
ル
の
鉄
刹
山
に
登
っ
た
。
 

山

丁

は

詩

「
鉄
刹
山
志
」
を
書
い
た
。

早
朝
九
頂
鉄
刹
山
に
向
か
う

車
は
ハ
盤
嶺
を
走
る

乗
客
は
山
の
美
し
さ
を
感
嘆
す
る 

谷
は
青
い
海
の
よ
う
で
、
木
の
葉
は
火
の
よ
う
だ 

十
月
、
老
友
で
定
年
退
職
し
た
元
電
気
技
改
局
党
組
織
書
記
路 

鉄
成
夫
婦
の
招
き
で
、
山
丁
夫
妻
は
清
河
ダ
ム
、
発
電
所
、
清
河 

鎮
を
遊
覧
し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
、
詩
人
成
弦
死
去
一
周
年
に
際
し
て
、
か
れ 

の
生
前
の
老
友
た
ち
は
瀋
陽
西
関
村
飯
店
で
成
弦
の
一
周
忌
を
挙 

行
し
た
。

十
二
月
の
あ
る
日
、
山

丁

は

省

図

書

館
で

氷

旅

の

『
灰
色
の
運 

命
』
、
励

行

健

の

『
郷
里
の
事
』
を

偶
然
に
発
見
し
た
。

こ
の
以 

外

な

発

見

は

山

丁

が

編

集

し

て

い

る

「
東
北
淪
陥
時
期
系
列
叢 

書
」
を
充
実
さ
せ
た
。

こ
の
一
年
間
、
山

丁

は

『
東
北
作
家
史
話
』

の
放
送
の
ほ
か
に
、
 

主
任
と
し
て
哈
爾
濱
文
学
院
の
た
め
に
、

二

十

万

字

の

『
東
北
文
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学
研
究
叢
刊
』

第

一

輯
(

一
九
ハ
四
年
ハ
月)

を
編
集
し
た
。 

『
吉

林

大

学

学

報

』(

一
九
ハ
四
年)

に

『
文

壇

の

猛

者

——

蕭 

軍
』(

東
北
作
家
群
像
，
そ
の
一)

を

発

表
し
た
。
遼
寧
省
人
民
出 

版

社
(

一
九
八
四
年)

が

出

版

し

た

『
中
国
現
代
文
学
史
』(

上) 

の
四
〇
四
頁
——

四
一
三
頁
で
山
丁
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
 

一
九
ハ
五
年 

七
十
二
歳

一
月
十
五
日
、
山
丁
は
瀋
陽
市
遼
瀋
一
校
と
東
区
少
年
宮
の
招 

き
で

、

「
冬
休
み
小
記
者
養
成
班
」

で
授
業
を
し
た
。
山
丁
は
子 

供
記
者
た
ち
が
自
ら
取
材
し
、
原
稿
を
書
く
の
を
見
て
、
新
し
い 

世
代
の
成
長
を
嬉
し
く
思
っ
た
。

三
月
、
山
丁
は
遼
寧
大
廈
で
行
わ
れ
た
遼
寧
省
作
家
協
会
第
四 

次
会
員
代
表
大
会
に
三
日
間
参
加
し
た
。
省
委
員
会
書
記
の
戴
蘇 

理
、
孫
維
本
、
朱
川
、
劉
逸
雲
、
副
省
長
の
張
志
遠
な
ど
が
参
加 

し
た
。
会
議
は
新
し
い
組
織
を
選
出
し
、
今
後
の
方
針
を
固
め
た
。
 

六
月
十
四
日
。

こ
の
日
は
山
丁
の
名
誉
回
復
六
周
年
だ
っ
た
。 

か
れ
は
朝
、
早
く
か
ら
夫
人
と
新
生
化
工
工
場
へ
行
っ
た
。
か
れ 

は
そ
こ
で
十
二
年
間
も
汗
を
流
し
た
。
山
丁
夫
妻
は
工
場
で
熱
烈 

に
歓
迎
さ
れ
た
。
あ

る

人

は

か

れ

の

ノ

ー

ト

に

「
鄧
さ
ん
の
ご
到 

来
歓
迎
」
と
書
い
た
。(

鄧
立
は
山
丁
の
別
名
で
あ
る) 

六
月
、
遼
寧
大
学
中
国
文
学
部
の
学
生
張
麗
麗
は
、
指
導
教
官

の
張
毓
茂
の
指
導
の
も
と
で
、

『
山
丁
を
論
じ
る
』
と
題
す
る
卒 

業
論
文
を
書
い
た
。
論
文
は
優
秀
な
成
績
で
合
格
し
た
。
か
の
女 

は
山
丁
を
研
究
す
る
最
年
少
者
で
あ
る
。
後
、
張
麗
麗
の
論
文
は 

『
東
北
文
学
研
究
資
料
』

に
掲
載
さ
れ
た
。

七
月
中
旬
、

山

丁
は

夫

人

に

伴
わ

れ

て

、

承
徳
で
開
か
れ
た 

「
納
蘭
性
徳
死
去
三
百
周
年
」
学
術
討
論
会
に
参
加
し
た
。
今
回 

は
全
国
会
議
で
あ
り
、

目
的
は
民
族
研
究
を
推
し
進
め
る
と
こ
ろ 

に
あ
っ
た
。

会
議
の
期
間
中
に
、
山
丁
夫
妻
は
旧
友
の
東
北
師
範
大
学
の
蔣 

錫
金
教
授
、
西
北
師
範
大
学
教
授
の
匡
扶
夫
妻
と
再
会
し
た
。
こ 

の
ほ
か
に
、
名

ア

ナ

ウ

ン

サ

ー

の

王

鉄

成

、
雑

誌

『
東
西
南
北 

中
』

の
編
集
長
な
ど
の
新
し
い
友
人
を
知
り
合
っ
た
。 

会
議
中
に
参
加
者
は
観
光
も
し
た
。
山
丁
夫
妻
は
承
徳
の
さ
ま 

ざ
ま
な
お
寺
や
、
ブ
ダ
ラ
宮
な
ど
の
遺
跡
を
回
っ
た
。 

会
議
終
了
後
、
山
丁
夫
妻
は
北
京
に
向
か
っ
た
。

北
京
で

夫
妻
は
袁
犀
夫
人
姚
錦
邸
で
袁
犀
の
遺
作
『
歴
史
の
回 

声
』

の
訳
者
田
中
稔
と
会
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
在
住
の
女
流
作 

家
趙
淑
侠
女
史
の
叔
父
趙
憲
武
を
も
訪
ね
、
趙
女
史
の
近
況
を
聞 

い
た
。
北
京
の
家
族
と
も
た
び
た
び
団
樂
し
た
。

山
丁
夫
妻
は
本
屋
へ
よ
く
行
っ
た
。
し
か
し
、
か
れ
ら
に
と
つ 

て
は
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
や
は
り
北
京
図
書
館
で
資
料
を
調
べ
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る
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
人
は
図
書
館
で
山
丁
が
一
九
四
四
年
に
発 

表

し

た

中

編

小

説

『
精
神
病
院
に
て
』
を
発
見
し
た
。

コ
ピ
ー
不 

可
の
た
め
、
山
丁
夫
妻
は
朝
か
ら
晩
ま
で
、

一
週
間
を
か
け
て
、
 

よ
う
や

く
七
万
字

の

小

説
を
写

し

終
え

た

。

こ
の
小
説
は
当
初 

『
蘆
葦
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
が
、
山
丁
は
そ
の
ま
ま
中
編 

小

説

選

集

『
天
の
は
て
に
伸
ば
し
た
大
地
』

に
編
入
し
た
。 

ハ
月
に
、
山
丁
夫
妻
は
瀋
陽
に
帰
っ
た
。

十
月
、
山
丁
は
哈
爾
濱
に
出
向
く
。
十
月
二
十
一
日
、
北
上
す 

る
列
車
の
な
か
で
山
丁
は
詩
を
書
い
た
。

松
花
江
、
貴
女
は
文
学
の
故
郷 

貴
女
は
祖
国
の
北
方
を
流
れ

暖
か
い
心
を
も
っ
て
い
る

・ 

水 

・

我
々
は
岸
に
静
か
に
立
っ
て 

貴
女
の
楽
し
い
歌
士
尸
を
聞
く

中
華
民
族
の
繁
栄
と
共
産
党
を

歌
う

・ 

※
 

水 

松
花
江
、
我
が
母
よ!

貴
女
の
乳
を
飲
ん
で
育
っ
た 

貴
女
の
側
—

私
の
戦
っ
た
所
に
戻
り
た
い

水 

・ 

水 

松
花
江
、
我
が
愛
す
る
人
よ!
 

貴
女
の
首
の
傷
を
見
て 

敵
に
対
す
る
怒
り
を
激
発
し 

こ
い
つ
ら
を
葬
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

陶
頼
昭
駅
に
到
着
三
時
三
〇
分 

松
花
江
、
貴
女
の
微
笑
み
よ!
 

ま
る
で
過
去
は
死
亡
と
災
難 

未
来
は
光
明
と
希
望
を
言
っ
て
い
る
よ
う
だ 

水 

※
 

・ 

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
た
松
花
江 

あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
を
胸
に
秘
め 

そ
れ
を
力
に
化
し 

希
望
を
詩
に
書
き
上
げ
た 

水 

水 

水 

文
学
の
故
郷
、
松
花
江!
 

ロ
シ
ア
の
銃
に
狙
わ
れ 

中
国
の
土
地
、
村 

こ
こ
は
昔
の
戦
場
だ
っ
た

列
車
は
陶
頼
昭
駅
を
通
り
過
ぎ
た 

私
の
少
年
時
代
に
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太
っ
た
ロ
シ
ア
商
人
は 

X
 X

で
毛
皮
と
取
り
替
え 

X
 X

は
た
だ
の
紙
屑
に
な
る

列
車
は
老
少
溝
駅
に
到
着 

あ
の
柳
の
木
の
芽
に 

復
讐
の
炎
を
秘
め 

人
民
は
銃
を
持
ち 

侵
略
者
を
追
い
出
す 

詩
は
終
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
詩
の
な
か
か 

ら
山
丁
の
共
産
党
、
祖
国
、
人
民
に
対
す
る
真
心
を
見
る
こ
と
が 

で
き
る
。
山
丁
は
作
家
で
あ
り
、
詩
人
で
あ
る
。
か
れ
の
詩
は
日

本
の
侵
略
者
を
恐
れ
さ
せ
、

ヒ
ー
ロ
ー
を
謳
っ
た
。 

十
月
十
九
日
、
山
丁
は
遼
寧
大
廈
で
行
わ
れ
た
学
習
会
に
参
加 

し
た
。
専
業
作
家
、
地
元
文
学
連
合
会
と
雑
誌
の
責
任
者
も
参
加 

し
た
。
会
議
は
三
日
間
続
き
、
中
央
の
指
示
の
伝
達
や
経
験
交
流 

な
ど
を
し
て
、
成
果
は
上
々
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
年
に
、
山

丁

は

『
東
北
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』

第
二
輯 

に

『
前
駆
者
——

金
剣
嘯
同
志
を
回
想
す
る
』
を
、

『
遼
寧
法
制
報
』 

に

蕭

紅

の

『
ー
 

ー
匹
の
蛙
』

の
書
評
を
、

『
作
家
生
活
報
』

に

『
詩 

人
成
弦
の
一
周
忌
に
記
す
』
を
書
い
た
。

こ
の
ほ
か
に
、

『
東
北 

現
代
文
学
研
究
叢
刊
』

第
二
輯
を
編
集
し
た
。

(

大
谷
大
学
専
任
講
師)
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